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第５章 仕事づくり【産業】 
首都圏に近い立地を活かした安全で高品質な生

鮮食料品の生産に力を入れるほか，伝統あるさし

ま茶などのブランド価値向上などに取り組んで

います。 

今後は，町内４か所に整備されている工業団地と

ともに境古河 IC 周辺の産業用地の開発を進め，

圏央道を活用した物流などにより農商工が連携

した産業振興が期待されます。 

重点政策①［独自の地域資源を活かした，地域経済

が安定して潤うまちづくり］として，地場産品等の

PR活動の推進，道の駅さかいの利用促進，特産品開

発の推進，安全で高品質な農産物づくりの推進に取

り組みます。 

 

新規施策として，［農業の振興］農地集積と作業効率

化，農村環境の整備・保全に取り組みます。 

これまでの取り組み 
今後の課題 

本計画での新たな取り組み 
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第５章  
仕事づくり  

【産業】  
 

 

【現況】 

⚫ 少子高齢化による農業従事者数の減少と農業労働力の低下が顕在化して
います。 

⚫ 中小規模農家の弱体化などにより，地域内の耕地利用率も減少傾向にあ
り，耕作放棄地等の発生が危惧されています。 

⚫ 国は農地の集約化・大規模化，情報通信技術（ICT）によるコスト削減や
六次産業化，地産地消，地域ブランド力の向上と環境負荷低減の取り組

みなどを進めており，当町でもこれからの農業に即した担い手の育成や

付加価値の高い農産物生産の支援に力を入れています。 

⚫ 消費者はもちろん外食産業分野など，「食」へのこだわりが一層増してお
り，産地として安心・安全で高品質な食糧の安定供給に努めています。 

⚫ 多面的機能を有している農地や水路など資源の維持確保に努めています。 
【課題】 

⚫ 農業従事者数の減少に対して，担い手の確保を継続的に行う必要があり
ます。 

⚫ 担い手は個人経営が多く，後継者がいない，育たないなど将来的に問題
があります。 

⚫ 耕作放棄地の抑止と解消，生産コスト低減に向け農地中間管理事業の更
なる推進を図り，農地の集積・集約化率向上に努める必要があります。 

⚫ 地域内農地の利活用・耕作情報を取りまとめ，地域にそった農業のあり
方や考え方を吸い上げることで，将来的に実効性のある「人・農地プラ

ン」の作成が急がれます。 

⚫ 地域内情報の収集と共有を図り，担い手の掘り起こしにも繋げる必要が
あります。 

⚫ 首都圏５０ｋｍ内の産地条件を生かし，安定的な生鮮食料品の供給地と
して市場信頼を高める必要があります。 

⚫ 高品質で安全・安心な農産物を生産するため，生産者とともに付加価値
を高める生産技術の導入や環境負荷低減の取り組みも進める必要があり

ます。 

⚫ 異常気象により突発的な水害等にも十分耐えうる水路の確保や基盤整備
など検討する必要があります。   

現況と課題 
第１節 豊かな恵みを生むまち 
１． 農業の振興 
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第５章  
仕事づくり  

【産業】  
 

 

チャレンジする元気な産地「さかい」の農業発展のため，以下３つの柱を目

標とします。 

①強い農家経営に資する人材育成支援等により，農業環境の充実を構築す

る。 

②安心・安全な食糧生鮮供給産地としてのブランド化と消費者の信頼を深

める。 

③環境に配慮した技術や生産コスト低減の取組など，近未来農業の推進を

図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

施策の体系 農業の振興 １ 環境と調和した農業の推進 
２ 安全で高品質な農作物づくりの推進 
３ 農業経営者の育成 
４ 後継者の育成 
５ 生産組織の育成 
６ 消費者と生産者が直結した 

販売システムの確立 
７ 生産技術の高度化 
８ 農地集積と作業効率化 
９ 優良農地の確保 
10 農村環境の整備・保全 

基本目標 
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第５章  
仕事づくり  

【産業】  
 

 

環境と調和した農業の推進 
 ＜主な取り組み＞ 

・農業の持続的発展と農業の有する多面的機能の健

全な発展を図るため，環境保全型農業を推進しま

す。 

・環境保全効果の高い営農活動に対しての支援を推

進します。 

・GAPを推奨し，消費者や流通業界との交流促進を

図り，安心安全な産地づくりを推進します。 

・畜産農家と耕種農家による耕畜連携を確立し，堆

肥化の有効利用を図り，優良農地の健康な土づく

りを推進します。 

・学校給食への地場産品導入やイベントを活用など

食育を通し，児童生徒の農業に対する理解を深め

るとともに，地産地消の活動を推進します。 

・環境負荷低減農薬等の購入

補助 

・農業用ビニールとポリエチ

レンの収集処理 

・戦略作物への転換 

・畜産クラスター事業を活用

した家畜排せつ物処理施設

等の整備促進 

・耕種農家と家畜農家との連

携 

・農業体験学習に対する支援 

・地産地消活動に対する支援  
安全で高品質な農作物づくりの推進 
 ＜主な取り組み＞ 

・GAPの取り組みを推進し，生産コストの低減や減

農薬・減化学肥料，あるいは無農薬，有機肥料栽

培による環境に配慮した，安全で高品質な農作物

づくりを推進します。 

・特別栽培農産物の認証取得

の推進 

・水稲箱育苗施用剤の購入補

助 

・直播栽培の推進 

・有機肥料栽培や温湯種子消

毒の推進 

・栽培講習会等への参加           

施策の方向 

（安全で高品質な農作物づくりの推進） 



 

151 

 

第５章  
仕事づくり  

【産業】  
 

 

農業経営者の育成 
 ＜主な取り組み＞ 

・農業経営の安定化を図るため，認定農業者の育成

や新規就農者に対しての支援を図り，農作業の委

託及び農地の流動化を推進します。 

・農作業のスキルを保持しながら，営業やマーケテ

ィングも行う農業経営者を育成します。 

・認定農業者の育成 

・人・農地プラン等の施策の

推進 

・農業経営者の人材育成 

 

後継者の育成 
 ＜主な取り組み＞ 

・意欲的な農業後継者を育成するため，各団体，関

係機関（県立農業大学校，農業改良普及センター

等）と連携し，研修会等への参加により，経営能

力の向上を図ります。 

・独立経営に取り組む熱意ある新規就農者に対して

は，農業次世代人材投資資金等を活用し，経営が

安定するまでの支援の取り組みを推進します。 

・関係機関との連携強化 

・人・農地プラン等の施策の

推進 

・４Hクラブ等への支援 

・認定新規就農者の確保を推

進 

 

生産組織の育成 
 ＜主な取り組み＞ 

・作業従事者の高齢化や担い手不足に対応するた

め，水稲作業受託等を目的とした生産組織運営協

議会の育成や農業経営者による地域営農集団の育

成を図ります。 

・農地集積化の推進 

・生産技術等の講習会の開催 

・農業の法人化を推進 

 

消費者と生産者が直結した販売システムの確立 
 ＜主な取り組み＞ 

・JA等との連携により，首都圏等における販売促進

活動を強化するとともに，生産者の顔が見える産

地 PR と情報発信力を高め，販売力アップを図り

ます。 

・さしま茶産地の信頼につながる情報を精査し，販

売戦略，販路拡大に資する活動を推進します。 

・消費者ニーズにマッチング

した出荷形態の取り組みを

支援 

・卸売市場や量販店での産地

PRや販売促進活動の支援 

・さしま茶や農産物のブラン

ド力を高める販路拡大・啓

発活動 

・生産から販売までの一体化

の推進（六次産業）     

（さしま茶や農産物のブランド力を高める販路拡大） 
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第５章  
仕事づくり  

【産業】  
 

 

生産技術の高度化 
 ＜主な取り組み＞ 

・需要動向の徹底した把握により，的確なマーケテ

ィングに基づき，今消費者が求めるものの分析等

を精査し，災害や病気に強い品種，低コストが図

れる品種，競争力が見込める品種の導入等を推進

し，産地間競争に打ち勝つブランド品の確立を推

進します。 

・情報伝達，栽培技術，生産

性向上，新品種導入に関す

る検討会や講習会等の実施 

  
 

 

 

  
農地集積と作業効率化 
 ＜主な取り組み＞ 

・地域内の担い手を中心とした作業受委託・共同化

体制の整備を進めるとともに，農地集積を図り，

優良農地の効果的・効率的な利用を促進します。 

・農地パトロールを実施し，多面的機能を損なう耕

作放棄地の防止や遊休農地の解消に努めます。 

・人・農地プラン等の施策の

推進 

・農地中間管理事業の推進 

・農地パトロールの実施 

・地域の合意形成づくり  
優良農地の確保 
 ＜主な取り組み＞ 

・農業振興地域整備計画の適切な管理運用により，

優良農地の確保に努め，農家の効率的・安定的な

農業経営の支援を図ります。 

・農業振興地域整備計画の見

直し 

・優良農地の維持保全  
農村環境の整備・保全 
 ＜主な取り組み＞ 

・農地の多面的機能や地域の特色を生かした保全活

動を推進します。 

・憩いの場としての農村公園の整備と維持管理に努

めます。 

・地域の生産及び日常生活を支える集落道の整備及

び改善を推進します。 

・多面的支払交付金を活用し

た環境資源の保全や施設の

長寿命化に対する支援 

・農村公園内施設等の安全点

検の実施 

・畑地や水路，農道等基盤整

備の推進   

（生産技術の高度化） 
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第５章  
仕事づくり  

【産業】  
 

 

【現況】 

⚫ 地場産業は，雇用の場の確保により町民の生活に安定をもたらすととも
に，その生産力は地域経済を豊かにし，町を支える基盤として重要な役

割を担っています。 

⚫ 本町には，整備後 40 年以上が経過した下小橋工業団地，染谷工業団地，
猿山工業団地，塚崎工業団地の４か所の工業団地があり，製造業を中心

とした企業が立地しています。 

⚫ 既存の工業団地は，いずれも未利用地が無いのが現状です。 

⚫ 圏央道の開通により，広域交通ネットワークなどの利便性が活用できる
境古河 IC 周辺に企業の進出意欲が高まっています。 

【課題】 

⚫ 雇用や消費を通した地域との関わりを保ちつつ，周辺環境と調和した工
業の振興に努めていく必要があります。 

⚫ 既存工業団地内に立地する企業の，安定した経営を継続させる必要があ
ります。 

⚫ 本町へ進出を希望する企業の需要に応えるためには，新たな産業用地が
必要です。 

⚫ 圏央道の開通による，その抜群なアクセスや立地環境を活かし，境古河
IC 周辺開発を進めていく必要があります。 

 

既存工業の安定した経営環境や，圏央道境古河 IC 周辺における産業機能を

図るなど，工業の振興に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
工業の振興 １ 新たな産業拠点の整備 

２ 経営基盤の強化 
現況と課題 

基本目標 
施策の体系 

第２節 産業の活力を生み育てるまち 
１． 工業の振興 
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第５章  
仕事づくり  

【産業】  
 

 

新たな産業拠点の整備 
 ＜主な取り組み＞ 

・圏央道境古河 IC 周辺に，産業拠点を創出し，誘致

企業の良好な操業環境の確保に努めます。 

・土地区画整理事業の推進 

・地区計画の設定  
  

 

 

 

  
経営基盤の強化 
 ＜主な取り組み＞ 

・安定した経営を充実させるため，事業資金や経営

改善資金など，補助制度や融資制度の円滑な活用

を推進し，中小企業への支援を行います。 

・自治・振興金融保証料の補

助 

・融資制度の PR 

・中小企業への情報提供    

施策の方向 

（新たな産業拠点の整備） 
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仕事づくり  

【産業】  
 

 

【現況】 

⚫ 商店街は，消費者への商品やサービスの提供はもとより，身近な町民の
交流の場として，にぎわいの創出や街並みの形成など，地域住民の暮ら

しを支える役割を担っています。 

⚫ 近年では，商店の後継者不足や事業主の高齢化，廃業や事業の縮小など
が進行しております。商店街としての魅力や機能を取り戻す取り組みを

進めていく必要があります。 

【課題】 

⚫ 現在ある本町の商業活力の向上を進めていくために，既存商店街と共存
できるような体質づくりに努めていきます。 

⚫ 商店街における空き店舗など，未使用の店舗・施設等の有効利用を推進
する必要があります。 

 

魅力ある商店街の活性化及び再生を支援することで，商業の振興に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

商業の振興 １ 中心市街地活性化の推進 
２ 経営体質の強化 
３ 商業者の組織化・連携体制の強化 

及び育成 
４ 融資制度の充実 

現況と課題 

基本目標 
施策の体系 

第３節 にぎわいと魅力にあふれたまち 
１． 商業の振興 
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第５章  
仕事づくり  

【産業】  
 

 

中心市街地活性化の推進 
 ＜主な取り組み＞ 

・空き店舗の活用及び新たに商業を営むことにチャ

レンジする商業者を支援し，集客の向上に努めま

す。 

・既存商店街の再生に向けた取り組みを進めます。 

・空き店舗の活用 

・大学等との連携事業の実施 

 
 

 

 

  
経営体質の強化 
 ＜主な取り組み＞ 

・境町商工会を通して，事業者の経営指導体制や経

営実態の見直し，経営の近代化を図ります。 

・経営相談指導の実施 

・融資制度の利用促進  
商業者の組織化・連携体制の強化及び育成 
 ＜主な取り組み＞ 

・境町商工会で取り組む各種事業に対し支援を行

い，低迷する消費者需要への喚起，個人消費者の

拡大，さらに，消費者の流失防止による町内商業

活性化と振興を図ります。 

・商工会ふるさとクーポン券

事業への助成 

・農・商・工連携の推進  
融資制度の充実 
 ＜主な取り組み＞ 

・中小企業の経営基盤の安定化や経営活動の支援を

図るため，融資の斡旋や信用保証料の補助を行い

ます。 

・自治・振興金融保証料の補

助 

・融資制度の PR 

   

施策の方向 

（中心市街地活性化の推進） 
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仕事づくり  

【産業】  
 

 

【現況】 

⚫ 本町では，利根川に隣接する五霞町と千葉県野田市の一市二町で構成す
る「川のまちネットワーク連絡協議会」など，利根川を活用した広域的

な連携を図っています。 

⚫ 様々な地域資源を活用した観光コンテンツの充実を図り，PR等を積極的
に展開することで観光の振興につなげていく必要があります。 

【課題】 

⚫ （株）さかいまちづくり公社を主体とし，利根川河川敷リバーサイドパ
ークにおいて，高瀬舟の遊覧，セグウェイオフロードツアー，バーベキ

ュー広場を開設することで，観光客の受入環境整備に注力していきます。 

⚫ 高瀬舟の遊覧と並行して，水量に左右されずに運航でき，災害時の救助
艇としても活用できるエアボートの運航に向けて準備を進めています。 

⚫ また，道の駅さかいを今以上に魅力ある施設とし，立ち寄る施設から来
訪してもらうことを目的に整備を実施していきます。 

 

県内だけでなく全国そして海外からも多くの観光客を呼び込める，魅力ある

まちを目指して，地域資源の積極的な利活用をはじめ，情報発信や広域連携に

よる取り組みを推進し，観光の振興に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

観光の振興 １ 観光施設の整備・充実 
２ PR 活動の推進 
３ 地域特産品の PR 
４ 新たなまちづくりの検討 

現況と課題 

基本目標 
施策の体系 

第４節 地域の資源と人材を生かすまち 
１． 観光の振興 
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第５章  
仕事づくり  

【産業】  
 

 

観光施設の整備・充実 
 ＜主な取り組み＞ 

・既存の観光資源を有効に活用し，整備・充実に努

めると共に，新たな地域資源の発掘・整備を推進

します。 

・道の駅さかいの利用拡大と充実による活性化を図

ります。 

・町内観光施設の回遊ルートを設定し，街なかの賑

わいを創出していきます。 

・地域資源を活かし，地域の魅力を広めていきます。 

・観光資源の発掘 

・道の駅さかいの利用促進 

・観光・レジャー機能の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PR活動の推進 
 ＜主な取り組み＞ 

・観光マップやパンフレットの作成配布，インター

ネットでの情報発信を積極的に推進します。 

・川のまちネットワーク連絡協議会を通じた情報の

発信を進めます。 

・本町で開催されるイベントの PRを推進します。 

・農・商・工の連携による様々な情報発信を推進し

ます。 

・観光マップ・パンフレット

の作成・配布 

・インターネットでの情報発

信 

・広域情報の発信 

 

   

施策の方向 

（道の駅さかい） 

（高瀬舟さかい丸） （境リバーサイドパークでの 

セグウェイ体験） 

（エアボート） 
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第５章  
仕事づくり  

【産業】  
 

 

地域特産品の PR 
 ＜主な取り組み＞ 

・道の駅さかいの物産館を利用して地域特産品の

PRをすると共に，販路の拡大を図ります。 

・地場特産品を活用した地域ブランドづくりを推進

します。 

・地場農作物を原材料とした特産品開発を進めま

す。 

・道の駅さかいでの飲食関係

イベントの実施 

・特産品開発の推進 

 

 

 

 

新たなまちづくりの検討 
 ＜主な取り組み＞ 

・空き店舗などを活用し，集客の向上に努めます。 

・既存のイベントを活かしながら，より多くのイベ

ントの開催を検討していきます。 

・各種イベントの開催 

       （さかいふるさと祭り） 


